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Kinectセンサを用いた物探し支援システムの試作
Object Retrieval in the Real World using Kinect sensor

栗原 竜矢 岡部 誠 尾内 理紀夫∗

Summary. 人が物を探すという行為は非常に手間がかかり，どれだけ探しても目的の物が見つからない
こともある．そこで本研究では，Microsoft社が販売しているKinectセンサを部屋に設置して自動的に物体
を検出し，ユーザの物探しを支援する実用的なシステムを試作した．安価な距離画像センサである Kinect

センサを用いて 3次元空間上の物体の検出を自動的に行うことにより，日常生活の中で導入可能なシステム
を実現している．本研究では「物体は人によって動かされる」という前提の元に，人が環境内に入った前後
での環境の差分を調べることにより物体の検出を行う．検出された物体は人と関連付けを行い，誰がいつ
どこに物を動かしたのかを知ることが可能である．ユーザは探したい物体について Kinectセンサを用いた
ジェスチャ入力などで検索を行うことができ，容易かつ直感的に探したい物を探すことができる．

1 はじめに

物を無くして困った経験というのは誰にでもある
だろう．日常生活の中で物を無くしてしまい，探す
のに労力を要する場面は多々ある．特に，教室や研
究室のような複数人が共同で使用する場所では，誰
がどの物を移動させたり持ちだしたりしたかがわか
らず，物の行き先を探すことが困難になるケースが
多い．

物探しを補助する研究としては，ユーザがカメラ
を装着して周囲の物の動きを記録するもの [3]や，物
体にRFIDを取り付けてスポットライトで位置を示
すもの [4]や，2次元コードを付けた収納箱を撮影
することにより収納箱の中身や周辺の様子を記録す
るもの [2]があるが，[3][4]はユーザが常にカメラを
装着することが必要である点，物体一つ一つにあら
かじめタグを取り付けなければならない点から，実
用性があるとは言えず，[2]については実用的ではあ
るものの，使用できる場所が限定されている．

本研究では，安価な距離画像センサである Mi-
crosoft 社の Kinect センサを部屋に配置して物と
人の動きを観測し，「物は人が動かす」という前提の
元に，物を誰がどこに移動させたかを自動的に記録
する，実用性を重視したシステムを試作した．ユー
ザは物探し用のインタフェースを用いて，取得した
人と物体の情報を知ることができ，探したい物体の
現在位置や，物体の移動に関わった人物などを特定
することができる．
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図 1. システムイメージ

2 システム概要

本システムの概要を図 1 に示す．本システムで
はPCに接続されたKinectセンサを部屋に設置し，
Kinectセンサから画像情報と距離情報，そして人
の情報を取得し，部屋の中の人と物体の状態を観測
する．部屋内に人が存在しない場合，システムは部
屋内の様子の記録を続ける．部屋内で人が検出され
た場合，部屋の映像の記録から人の記録へと切り替
わる．検出された人が全て部屋内から出ていった時
点で，人が現れる前と後の空間の状態を比較し，消
えた物体と現れた物体の検出を行い，人と物体の移
動の関連付けを行う．
ユーザは検索用インタフェースを用いて，検出さ

れた物体の一覧からの検索や，ジェスチャによる物
体の形や大きさの提示といった方法で探したい物体
を指定することにより，図 2のようにラインで示さ
れた物体の現在位置や，それを誰が移動させたか等
の情報を知ることができる．
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図 2. 物体の場所の表示

図 3. ジェスチャによる特徴 (大きさ)の提示

3 ユーザインタフェース

3.1 検出された物体の一覧からの検索

ユーザは検出された物体の一覧を見て，その中か
ら目的の物体を選択することができる．履歴では物
体の見た目や大きさ，移動した時刻，位置などを確
認し，それらの要素でソートすることや，条件を指
定しての検索を行うことが可能である．

3.2 ジェスチャによる特徴の提示

ユーザは探したい物の大体の大きさを図 3のよう
に両手で示すことにより，物体を検索することがで
きる．空中で両手を用い，物体の大体の大きさに合
わせた直方体の 2つの角の位置を示すことにより，
それと近い大きさをもった物体を検索することがで
きる．また，両手の間に物体の色と近い色の物を持
つことにより，物体の色も指定しての絞り込みを行
うことができる．

4 物体の検出

人が環境内にいない場合，システムはKinectセ
ンサから得られた部屋の距離情報とRGB情報を元
に，3次元空間上の座標と RGB情報を持ったポイ
ントの集合（ポイントセット）を生成・記録する．環
境内に人が出入りした場合，人が入る前と出た後の
ポイントセットから以下に示す物体の検出を行い，
出入りした人と関連付けて記録する．
まず，ポイントセットに対して背景差分法を適用

して物体の検出を行う．人が環境に入る前のポイン

トセットP と，人が環境から出ていった後のポイン
トセットQについて，P からQの差分をとったポ
イントセットP ′とQからP の差分をとったポイン
トセットQ′を求める．
次にP ′とQ′それぞれについて，物体の切り出し

を行う．ポイントセット内の 1つのポイントに注目
し，そのポイントとの距離が閾値以下のポイントを
再帰的に探索していき，結果のポイントセットのポ
イント数が一定数以上であれば，それを物体として
切り出す．ポイントセット内の全てのポイントにつ
いて同様の操作を行う．
さらに，切りだされた物体についてそれが「物体」

なのか「物体の移動により新たに見えた背景」なの
か判別するために，物体を表すポイントセットを囲
む領域と，物体の重心からカメラまでを結んだ直線
を求める．ある物体について求めた直線が他の何れ
かの物体の領域と衝突しているかを確認し，衝突し
ていた場合はその物体を背景として除外する．
実際に人が出入りした環境に物体検出を適用した

例を図 4に示す．図 4の例では，人が入る前には机
の上に存在した箱が出た後では無くなり，代わりに
本が机の上に置かれている．

5 関連研究

人が物を探すという行為を効率化するためのさま
ざまな試みが行われている．新西ら [1]は物体にセ
ンサとスピーカを取り付けて，ユーザがその物体の
登録名を発生すると物体が音を発して場所を知らせ
るというシステムを提案している．上岡ら [3]はユー
ザが小型のカラーカメラと赤外線カメラを装着し，
物体の登録・観測・検索を行うことができる物探し
支援のためのウェアラブルシステムを提案している．
中田ら [4]は物体にRFIDを取り付けて位置計測を
行い，その場所をスポットライトによって照らすこ
とにより物体の位置を提示するシステムを提案して
いる．これらのシステムは，あらかじめ物体に対し
てセンサ類を取り付けるという準備が必要な点や，
人がウェアラブルシステムを装着していないと使用
できないという制約から，一般生活の中に導入する
には敷居が高い．本システムはユーザが必要とする
準備は Kinectセンサの設置のみで，これらのシス
テムと比較すると，容易に導入可能であり，実用性
に優れている．また，小松崎ら [2]は 2次元コード
を付けた収納箱を設置されたカメラで記録し，物体
の出入りやその際の周辺状況をユーザに提示して物
探しを支援するシステムを提案している．固定され
たカメラにより観測を行うという点は本システムと
近いが，本システムでは机の上や棚など，部屋のど
の場所であっても適用可能である．
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図 4. 物体の検出

6 まとめ

本研究では部屋に設置したKinectセンサを用い
て部屋を観測することにより，部屋の中の物体が誰
の手によってどこに移動したのかを記録し，履歴一
覧からの選択やジェスチャによる検索でユーザの物
探しを補助するシステムを試作した．
今後は物体の認識精度向上や，人の物体にする動

作（持つ，置く，移動させる等）の利用，検索用イ
ンタフェースの改善などを行っていく．
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未来ビジョン

このシステムが目指すところは「物を管理す
る煩わしさからの開放」である．人が物を管理
するのは非常に煩わしい上に，ミスも発生す
る．物の管理には物を整理する時間と物を探
す時間が必要であるが，物を探す時間という
のは誰にとっても無駄な時間であり，無くすべ
きものである．また，物の整理にも相応の時間
を必要とし，整理の際に発生したミスは物探
しの際の時間にも影響してくる．故に，物の管
理はコンピュータによりシステム化されるべ
きだと我々は考える．人が物を整理整頓した上
で配置場所を記憶したり，その配置場所を忘れ
て探す時間を要することになったりする時代を
終えて，コンピュータが物の動きを観測して自
動的に記憶してくれる時代へと移り変わるべ
きではないだろうか．コンピュータが物の管理
を行えばそれらの問題は解決し，物の管理と
いう回避不可能であったタスクから開放され

た人々の生活はより豊かなものになるだろう．
このシステムはそんな未来を見据えて開発し
ている．
また，このシステムではユーザが物を探す
際のインタフェースをより自然なものにする
ことも目標としている．現在主流となっている
マウスとキーボードによるGUIを用いた操作
は，多くの人に親しまれているものの万人に
とって自然な操作とは言いがたく，コンピュー
タに対するある程度の熟練が必要であり，コ
ンピュータと人との間に一枚壁を作っている．
このシステムでは将来的にはそういった操作
とは別に，ユーザが「人に物の位置を尋ねる
とき」のように直感的に手を動かし，発音する
ことにより物の位置を提示するようなインタ
フェースを作っていきたい．
物の管理に対する人とコンピュータとの役
割分担を変えると共に，人とコンピュータとの
境界をより自然なものへと変えていくことこ
そがこのシステムの目指す未来である．


